
平成２９年度京都市景観市民会議 

 

「京都市景観市民会議」は，景観政策を継続的に進化させることを目的に，景観政策

に対する市民の皆様からの御意見を頂戴する場として平成２３年度から開催している

ものです。平成２９年度は，新景観政策１０周年記念事業として以下のとおり会議を開

催しました。 

 

日 時 平成２９年１１月１９日（日）１３：００～１６：３０ 

場 所 ひと・まち交流館京都 地下１階 

    京都市景観・まちづくりセンター ワークショップルーム１・２ 

参加者 市民公募委員１７名，有識者等１４名，傍聴者２０名  

テーマ 新景観政策１０年 

    京都から考える これからの歴史・文化・創造都市 

次 第 第１部 基調報告 

    第２部 ワークショップ 

    第３部 全体会議（総括） 

 

  
市民公募委員募集チラシ 傍聴者募集チラシ 



 
 

平成２９年度京都市景観市民会議 委員名簿     （敬称略） 

  

 

※京都市景観デザイン会議：新景観政策の更なる充実を図るため，京都の優れた景観を保全し，

創出するための建築物等のデザイン基準等について，京都の建築設計に携わる専門家及び学識

経験者との恒常的な意見交換を行う会議。京都市景観市民会議には，毎年景観デザイン会議の

委員にも御参加いただいています。

区  分 氏  名 所属等 

トータルコーディネーター 門内 輝行 
大阪芸術大学教授 

京都大学名誉教授 

都
市
の
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力
を 

 
 

 

生
み
出
す
景
観 

市民公募委員 

梅原 生羽  

森川 盟  

山本 茂博  

吉川 誠  

有識者 大島 祥子 一級建築士事務所スーク創生事務所代表 

京都市景観デザイン会議  下西 伊佐男 京都府建築家協同組合 

ファシリテーター 久守 一敏 ＮＰＯ法人 京都景観フォーラム 

コ
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ュ
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テ
ィ
と 

 
 

 

景
観
ま
ち
づ
く
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市民公募委員 

上出 圭一  

神戸 啓  

小西 宏之  

竹内 昌代  

有識者 杉崎 和久 法政大学法学部教授 

京都市景観デザイン会議  篁 正康 一般社団法人 京都府建築士会 

ファシリテーター 小林 明音 ＮＰＯ法人 京都景観フォーラム 

景
観
を
紡
ぎ
出
す
デ
ザ
イ
ン 

市民公募委員 

加藤 正浩  

西村 良子  

船山 喜美子  

渡邉 明日佳  

有識者 中嶋 節子 京都大学大学院人間・環境学研究科教授 

京都市景観デザイン会議  
名和 啓雅 一般社団法人 京都府建築士事務所協会 

羽生田 英雄 一般社団法人 京都建築設計監理協会 

ファシリテーター 北川 美里 ＮＰＯ法人 京都景観フォーラム 

景
観
・
文
化
の
継
承
と
創
造 

市民公募委員 

荒木 泰子  

谷口 興紀  

中津 めぐみ  

中原 広貴  

村井 直也  

有識者 阿部 大輔 龍谷大学政策学部准教授 

京都市景観デザイン会議  道家 駿太郎 
公益社団法人 日本建築家協会 近畿支部 

京都地域会 

ファシリテーター 内藤 郁子 ＮＰＯ法人 京都景観フォーラム 



会議開催状況 

（１）第１部 基調報告 １３：００～１４：００ 

第１部では，「新景観政策１０年特別鼎談」の概要及び新景観政策の取組状況を門内輝

行教授から，「新景観政策１０年連続講座」の概要を各回のコーディネーターから，御報

告いただきました。 

 

特別鼎談等について 

門内 輝行 （大阪芸術大学教授，京都大学名誉教授） 

連続講座について 

➀「都市の活力を生み出す景観」 

大島 祥子 （一級建築士事務所 スーク創生事務所代表） 

➁「コミュニティと景観まちづくり」 

杉崎 和久 （法政大学法学部教授） 

➂「景観を紡ぎ出すデザイン」 

中嶋 節子 （京都大学大学院人間・環境学研究科教授） 

➃「景観・文化の継承と創造」 

阿部 大輔 （龍谷大学政策学部准教授） 

  
第１部の様子 

 

（２）第２部 ワークショップ １４：１０～１６：１５ 

第２部では，連続講座の４つのテーマに分かれて，ワークショップ形式で意見交換を

実施していただきました。出された意見は模造紙にまとめていただき，グループごとに

発表していただきました。 

  
会議の様子（ワークショップ） 



 
 

各グループで出された意見の概要 

 

①都市の活力を生み出す景観 

  新しい活力を生み出すためには，伝統を活かすだけでなく全く新しい次世代のデザイ

ンを取り入れることも必要。京都はいつでも新しいものを取り入れてきた。 

  都市が大火で燃えてリセットされても，価値がバトンタッチされながら，都市が形成

されてきたというとことが京都の特徴。 

  人口が減少するなかでも，観光客が増える傾向にあれば，活力は生まれるだろう。住

む人も，来る人も，気持ちのよい環境のなかで大勢の人が過ごせるという理想形が大切。 

  たくさんの観光客が色々な場所に分散することで，気持ちの良い状態が生まれるので

はないか。 

  民泊がきちんと制度化されれば，京町家の減少に歯止めをかけることもできるのでは。 

  京町家だけでなく，お寺や新しい建物など，それぞれの個性を持った魅力的なまちが

所々にあることが大切。 

  目先の経済性を見るだけではなく，１０年後も見据えた議論ができる場を持つこと

や，問題意識を次世代にも継承することが大切。 

  投資を短期で回収するのではなく，長期的に回収するための仕組みが必要。 

 

②コミュニティと景観まちづくり 

  コミュニティの中で，景観の将来像を皆でつくる必要がある。 

  観光客が増加し，「観光客に対して見せるまち」になっているのではないか。 

  京町家だけでなく，洋風の建物や現代的な建物など，京都には良いものがある。今までは

見向きもされなかったところへ目を向けることも必要ではないか。 

  地域のまちづくりは，景観だけでなく，他の切り口でも動いており，サポートが必要なと

ころは地域によっても様々である。総合的な支援が必要。 

  コミュニティの形成に寄与しているお祭りに対する理解を再考することが必要。 

  ホテル，空き家，コインパーキングなど，コミュニティに加わらない空間が増加している。 

  これからの景観まちづくりは，子どもたちへの教育という面からも何か引き継いでいく何

らかの手立てが必要。 

 

  



③景観を紡ぎ出すデザイン 

  緑地の在り方や道の使い方など，建物以外でも景観にとって大事な要素はあるのではない

か。 

  街灯の色を京都らしい明かりの色，電球色にするべき。 

  「旧市街地」とされている範囲が広いので，もう少し地域ごとにきめ細やかに考える必要

がある。 

  「守るべきものは何か？京都らしさとは何か？」を考え続け，議論することが重要。 

  京都らしさを守るためにも，京都人のプライドを受け継いで育てていくことが必要。 

  古い建物を残す場合，元の用途では使えなくても，新しい使い方ができる場合がある。新

しい発想や感覚と，持ち主の寛容さとをマッチングさせる機会があれば良いのでは。 

  木造の建物の改修など，仕事があれば技術が残り，継承されていくだろう。 

 

④景観・文化の継承と創造 

  景観は一度壊されると戻って来ない。京都らしさにつながる寺社をうまく継承していかな

ければならない。 

  京都には大学がたくさんあるので，廃れたものを新たに再興させる取組も可能なのではな

いか。 

  景観規制が形態規制だけになっている。背景にある京都の伝統や文化，美意識を同時に継

承する仕組みをつくることが重要。 

  京町家の表構えでも，中では鉄工所や織物等，様々な産業が営まれている。こうした産業

をどのようにして維持していくかが重要。産業が衰えていくと，文化力も衰えていき，景観

へも影響するのでは。 

  市民が参加できる景観市民会議のような場を継続して開催することが重要。 

  文化の滲み出しが景観だと言えるが，文化と景観の関係性が乖離してしまっている。器と

してのみ京町家等を残すのではなく，そこにあった働き方や作法が抜け落ちてしまって

いることを理解し，京都の文化とは何かを見直すことが大切。 

 

 
発表の様子



 
 

（３）第３部 全体会議（総括） １６：１５～１６：３０ 

門内トータルコーディネーターからの総括 

 

①都市の活力を生み出す景観 

･ 見るだけの観光から，生活文化等を学ぶ

観光へと，観光の在り方が変わり始めて

いる。一方で，「暗号化する社会」という

言葉があるが，今京都ではゲストハウス

やホテルなどのプロジェクトが非常に多

く，それらの多くはブラックボックスに

なってしまっている。 

･ もう少しオープンな形で，文化や経済と結

びつけた新しい観光のあり方を考え，見て

もらい方のプログラムを開発するというこ

とも，文化交流の一つとして十分あり得る。 

②コミュニティと景観まちづくり 

･ 現在のまちづくりは，法律や技術面など

の様々な知識がなければ対応が難しい場

面もあり，経済的，人材的な支援の仕組

みをつくらなければなかなか市民の言葉

が伝わっていかない。 

･ 暗号化，ブラックボックス化する社会と

いうものが生まれつつある気がするので，

それを開けていく，交流人口も含めた，

新しい開かれたコミュニティというもの

を考えていく必要がある。 

③景観を紡ぎ出すデザイン 

･ 「景観は見えるものだけではない」とい

う言い方がよくなされるが，人の表情と

同じように，ちょっとした動きの中で気

配というものも見えてくる。 

･ 町並みから感じられる気配など，全ての

現れが景観であり，そういったあらゆる現

れをきっちり読み解いていくことが大切。 

･ 大きな開発も大切だが，玄関先に花を一

輪飾るような小さな努力を積み重ねるこ

とで大きな変化を生み出していくものが

景観である。 

･ こうしたまちづくりを最終的に支えるも

のはシビック・プライドであり，京都はこ

れまでも，シビック・プライドによって素

晴らしい小学校や町並みをつくってきた。

そういった精神を大切にすることが重要。 

④景観・文化の継承と創造 

･ 世界の創造都市といわれる都市では，大

量生産・大量消費ではなく，文化が産業

となっている。地域に個性や文化がなけ

れば，創造的なイノベーションは作り出

せない。文化の力を使って経済を作り出

す，知識社会の時代の経済のあり方を考

えることが大切。 

･ 一番大事なことは人材育成に尽きる。豊

かな人材が蓄積しているまちであること

は，非常に重要で，文化や景観を育むこ

とにつながる。 

＜総括＞ 

･ 本日出てきたデザインや文化，経済，活

力などを総合して素晴らしい景観をつく

り上げるためには，コミュニティづくり

を抜いてあり得ない。そして，それを支

援する仕組みを行政や企業と共につくっ

ていかなければならない。 

第３部の様子



各グループでまとめられた模造紙 

 

①都市の活力を生み出す景観 
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②コミュニティと景観まちづくり 

 
  

京都会
館のス
トゥーパ

美術館
の名前

観光化が
環境や景
観に悪影
響

市民へ

の周知
が足りな
い

北泉橋

1927年

の亡霊
計画

糺の森タ

ケツノミ
の呪い

下鴨神社の
マンショ ン
問題、森が
なくなる、身
近なものが
なくなる

素案へ
の疑問

世界遺
産

その後

観光向
け景観

町家の跡地
はコインパー
キング

建物でないと
ころも景観政
策に含める

景観が生
活環境と
密接に関
わってい
る

神社の森

地域の防
災のより
どころにも
なる

森の木々
を踏みつ
ける観光
バスＰ

外国人（観
光客）の多
さが問題に
なっている

対外国人
観光客
見栄のは
り甲斐が
無くなった

これまでの活
動を顕在化さ
せた10年を
ふまえて、こ
れから何を創
造させるのか①～④報

告を聞き、
10年前に

想像でき
たか

「見るこ
と」「感じ
ること」の
学習機会

ビジョンを
決める
ワーク
ショップが
先

まちづくり、
みんなで
未来像を
語り合うこ
とが大切

無くなった看
板、懐かしく
思う一方で、
「らしさ」がな
くなった

市民の声
の汲み上
げとは
何？

きっかけ
と仕組み
づくり

４つの
テーマが
この10年

の成果で
はないか

なんとか
していくこ
とがわか
りづらい

景観政策
要課題

未来
過去

最近簡易
ホテルが目
立つ、コミュ
ニティが成
り立たない 空いた空

間を作っ
ている（新
しい問題）

コミュニ
ティに関
わらない
空間

マンショ ン
→コミュニティ
に入る

簡易ホテル
→コミュニティ
に関わらない

コミュニティが
文化を継承
するもの

神事がコ
ミュニティ
を強くして
いる

お祭り、

宗教も文
化の一
つ

規制（キレイ
になった）

→「らしさ」を
なくした10年

暮らす人、ま
ちの人は「営
み」が大切
景観は二の

次

生活が景
観に現れ
る

政策も
対応す
ること

都市・通り
（公）と建物
（民）の関
係が景観

市民力
依存症

楽しみ
ながら
型破り

まちづくり
支援をもっ
と充実を

寄り添う、
人的支援

6つめの

まちづく
り支援
は？

景観づくり
活動を支
える資源
を提供で
きるか

「死者0を

めざす」
防災都市

景観だけ
で考えて
いない、
交通・防
災

見た目と

機能の
バランス

見た目のデ
ザインだけ
でなく、機能
的な意味を
継承するこ

と

景観政策の
対象とする景
観の多様化
ができるか？
見た目

多様性
への理
解

通り＝コミュ
ニティ大切、
交通量が多
いとコミュニ
ティがくず
れる

文化財的建
物の保存だけ
では意味がな
い。経済的に
普通の町家
の景観が大

切

良いものだ
けを残すの
ではなく、人
が暮らして
いる町並み
が大切

建築メー
カーの工場
生産、市街
地景観の
ぎりぎりば
かり

平成の町家
は景観政策
でも出窓（町
内の出入り
見える）が無

い

京都市立
なので景観
問題をカリ
キュラムに
加える

子ども達

に引き継
ぐ

優秀な人
材を育て
る「学問
のまち」

地域のシンボ
ルになるよう
なモニュメン
ト建てるのも
よい

「京都」の
為か「京
都のヒト」
のため
か？

あるの？

まずは
「開いてい
る風」

閉じてい
ない

京都らし
いワード

「いけず」
「しまつ」

「古都」

大事に
すること

「楽」「し
まつ」

「ハレ」
「ケ」

廃除力

まちを維
持する
為に

ひとことで「京都」を語ると!!



③景観を紡ぎ出すデザイン 

  

旧
市
街
地

の
ル
ー
ル

が
全
て
同

じ
で
よ
い

の
か

環
境
に
良

い
木
造
，

再
利
用
の

文
化

保
存
と
創
造
・

再
生

旧
市
街
地
型

に
つ
い
て
の

難
し
さ

旧
市
街
地

で
建
物
を

建
て
る
時

の
ジ
レ
ン

マ

守
る
も
の

と
経
済
性

の
ジ
レ
ン

マ

個
人
の

家
の
庭

を
何
と
か

守
り
た
い

町
家
は
こ

れ
以
上

壊
し
て
は

な
ら
な
い

地
域
の
特
性
に
応
じ
た

ル
ー
ル
づ
く
り

景
観
を
構
成

す
る
個
人
の

資
産
を
守
る

保
全
と
経
済
性
の

ジ
レ
ン
マ

京
都
人
と
し
て
の
意

識
を
作
る
教
育

守
る
べ
き
も
の
は
何
か
？

京
都
ら
し
さ
と
は
何
か
？

新
し
く
生
ま

れ
て
こ
な

い
と
な
く

な
っ
て
い
く

戦
前
の
ま

ち
な
み
の

復
原
化
を

試
み
る

大
切
に
し
た

い
と
こ
ろ
→

低
層
の
建
物

の
屋
根
・
庇

の
つ
ら
な
り

京
都
ら
し

い
明
か
り

火
に
近

い
色

ス
ト
レ
ー
ト
要

素
の
れ
ん

ら
ん
た
ん

花
案
内
板

床
几

ベ
ン
チ

デ
ザ
イ
ン
要

素
と
し
て
イ
ン

フ
ラ
整
備

交
通
手
段
の

一
つ
と
し
て
市

電
ト
ラ
ム
復
活

私
自
身
も

担
い
手
に

な
り
た
い

市
民
性
，

京
都
人
の

プ
ラ
イ
ド
，

受
け
継
ぎ
・

育
て
る

京
都
以

外
の
人

は
田
舎

者
？

自
分
の
ま
ち

の
景
観
を

自
分
達
の

手
で
守
ろ
う

と
す
る
思
い

守
る
べ
き
景

観
？

市
民
目
線
の

多
様
性

→
法
規
制
に
な

じ
む
か

町
の
山
居

と
，

都
の
自
然

京
都
ら
し

さ
の
共

有
・
議
論

の
充
実世
界
に
こ

こ
に
し
か

な
い
街

心
の
根
底
に

あ
る
懐
か
し

さ
の
よ
う
な
景

観
を
再
生
で

き
な
い
か

考
え
続
け
る
京
都
ら
し
さ

デ
ザ
イ
ン
要
素

建
築
の
連
な
り
，

隣
と
少
し
ず
つ

違
う
も
の
の
構

成

建
物
以
外

（
樹
木
・
庭
・

川
ｅ
ｔｃ
）
が

作
る
景
観
も

重
要

道
・
境
内

な
ど
広
場

的
な
空
間

の
あ
り
方

普
通
の

道
を
楽
し

く
歩
け
る

建
物
だ
け
じ
ゃ
な
い

小
学
校
・
中

学
校
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に

「
景
観
」
教

育
を
入
れ
る

教
育
・
学
習

歩
行
者

天
国

→
ま
ち
を

楽
し
む

お
祭
り
と

か
地
蔵

盆
み
た

い
な
も
の

道
を
土
に

戻
す
の
も

良
い
の

で
は
？

人
を
つ
な
ぐ

き
っ
か
け

地
域
の
祭
り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の

た
め
の
し
か
け

コ
イ
ン

パ
ー
ク
に

潤
い
を
，

緑
・
ゲ
ー
ト

人
の
目
の

つ
く
と
こ
ろ

に
緑
を

緑
の
あ
り

方
も
地
域

で
違
う
べ

き

車
社
会
出

現
→
ガ

レ
ー
ジ
出

現
，
違
和

感

見
え
る
所
に
緑
を

事
業
者
と

市
民
の

間
を
つ
な

ぐ
も
の

人
が
住
め

る
工
夫
・
住

み
た
い
人

と
町
家
の

マ
ッ
チ
ン
グ

リ
フ
ォ
ー

ム
に
対
す

る
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ

町
家
を
大
切

に
思
う
な
ら
，

本
気
で
町
家
を

建
て
や
す
く
す

る
こ
と
が
必
要

で
は
？

気
軽
に

維
持
で
き

る
支
援

使
い
続
け
る
し
く
み

技
術
を
継
承

す
る
→
仕
事

が
あ
れ
ば
技

術
は
残
る

技
術
の
継
承

古
い
ま
ま

の
も
の
を

新
し
い
感

覚
で
使
う
・

使
わ
せ
る

古
い
も
の
を

新
し
い
セ
ン
ス
で

お
金
を
度

外
視
，
う
ち

は
こ
う
→
京

都
人
の
プ

ラ
イ
ド

「
京
都
人
」
の

プ
ラ
イ
ド



 
 

④景観・文化の継承と創造 

 

学生が入
口となる
のでは？

文化の入口
となる部分を
担う取組が
必要

家賃断層
帯を攻め
る

景観政策に沿
うだけで，50年
後，100年後は

どうなるだろう
か

京都市民

の文化力
の低下

用途を制限
する必要が
あるがバラン
スが重要

安い賃金で若
い人がチャレ
ンジできるス
ペース・しくみ
が必要

夜をあまり明
るくしない
（どこもかしこ
もライトアップ
は問題）

美的なもの
を評価する
文化力が
育っていな

い

景観と文化
の乖離が
すすんでい

る

田の字の外
で活動しても
良いのでは

市民の
あり方

対
応
（
ア
イ
デ
ア
）

課題
の
原因

課
題
（問
題
意
識
）

寺社の経
済基礎の
弱体化

糺の森にマ
ンションたち
御薩通り以
南が糺の森
で無くなった

寺社環境
（糺の森）

かつては五
感で感じられ
る自然が
あった

宗教文化と
生活文化の
線引きは難
しい

この10年悪

くなる一方
ではないか

住民参加

不在の新
景観政策

次世代への寺
社文化の継承
がきちんと行
われているか

子供が遊
べなくなっ
た

樹木の密度
低下，生態
系が無くなっ
た，土壌が
舗装された

これまでの
政策は保全
できていない

森信仰が

前提として
神社があっ

た

住民の声

が届かない
京都市政

土地の
合筆

電柱撤去

室外機が

景観を乱し
ている

景観の
阻害要因

文化を理解
してもらう入
口としてはＯ

Ｋ？

着物レンタ
ルなど観光
化している

地価の
上昇

ホテルの規制
（法的な拘束
力のある取組
みが必要）

観光と
景観

地域の産業
の衰退が景
観の阻害に
繋がる

京都の景観
の全体につ
いての共通
性？

田の字内の
産業を継承
していくこと
が必要

景観制度が形
態規制のため
背景の文化が
忘れられてい

る

制度の
課題

クラウドファ
ンディング

資金を得
るしくみ

資金提供を
してくれる人
は全国にい

る

パトロンが
必要である

宗教界の相
互協力が出
来るのでは

宗教「文化」
については
子ども達に
伝えていく

担い手育成

文化を体験
しようとする
世代が育ち
始めている

子供の頃か
らの教育や
体感できる
機会が重要

文化を支え
る世代を育
てる取り組
みが必要

オオトロの

復活（アワ
タ神社）

連続性のあ
る市民が参
加する機会
が必要

地域で早急
に対応でき
るしくみが必

要

住民の声が
行政に届くし
くみが必要

町家の美
は合理性

ライフスタイル
と景観の合理
を確認する取
組が必要

生活と

（生業と）景
観をつなぐ

京都景観

のレッド
データブッ

ク

京都市の権限
として事業者
や違反者にペ
ナルティや罰
金必要

観光との両
立（ホスト・ゲ
ストの関係
づくり）

不文律の

作法を意識
する

文化と景
観をつな
ぐ取組

全てを残す
のではなく少
しづつ新しい
ものへ

インバウンド
なども活用
する狡猾さも
重要

資金 住民の声

経済原理に任
せられることか
どうかの整理
が必要

美・風物詩など
を理解できる
人が住める町
が必要

職人が住
んでいるこ
とが必要

地域の産業
を残していく
ことが必要

文
化
を
創
造

市場の動き
を誘導できる
しくみが必要

ペットボトル
茶のような

制限より「こ
ういうのがい
いよね」とい
う視点が重

要

文化を共有する
知恵

地域の
人もホス
トである

「職住」を許容
する取組をし
てきた

全体のイ
メージを市民
で共有する
ことが重要

生
業
と
文
化

「住むだけ」

の生活スタ
イル


